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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績動向を踏まえ、平成23年5月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 23,282 △211 △363 △484 △18.04
今回修正予想(B) 22,118 △1,421 △2,058 △1,281 △47.76
増減額(B-A) △1,164 △1,210 △1,695 △797
増減率(%) △5.0 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

16,925 △326 △843 △559 △20.86

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 50,897 1,267 959 119 4.44
今回修正予想(B) 47,773 △187 △647 △432 △16.11
増減額(B-A) △3,124 △1,454 △1,606 △551
増減率(%) △6.1 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

42,942 1,960 1,510 192 7.17

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 19,163 △390 △471 △509 △18.97
今回修正予想(B) 17,744 △1,496 △1,782 △1,020 △38.06
増減額(B-A) △1,419 △1,106 △1,311 △511
増減率(%) △7.4 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

14,888 △449 △795 △504 △18.81

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 44,001 935 715 56 2.09
今回修正予想(B) 42,276 △136 △227 △27 △1.04
増減額(B-A) △1,725 △1,071 △942 △83
増減率(%) △3.9 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

37,227 1,995 1,640 240 8.97
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修正の理由 
 
 
＜平成24年3月期第2四半期（累計）連結及び個別業績予想数値の修正の理由＞ 
 
 第2四半期累計期間の連結及び個別業績予想の修正は、主に以下の理由によるものです。 
 前回予想数値は、前提となる為替レートを1米ドル当たり85円としていましたが、当第2四半期累計期間では為替相場が
急激に円高へと進行したことから、平均為替レートの実績は、1米ドル当たり概ね80円となりました。当社の事業のなかで特
に航空機内装品等製造関連事業においては、海外航空会社及び海外航空機メーカーとの輸出取引に米ドルによる取引を
多く含んでおり、為替の影響を大きく受けました。 
 
 売上高については、円高による外貨建て売上高の目減りに加え、航空機内装品等製造関連事業におけるボーイング787
関連製品の出荷減などにより、前回予想を下回る見通しです。 
 営業利益については、主として円高の影響を大きく受けた航空機内装品等製造関連事業の採算性悪化と工事損失引当
金の引当額増加により前回予想の損失が増加する見込みとなりました。 
 経常利益については、営業損失の増加に加え、円高による為替差損の影響により、前回予想より損失が増加する見通し
です。 
 四半期純利益については、経常損失の増加を受けて前回予想より損失が増加する見通しです。 
 
＜平成24年3月期通期の連結及び個別業績予想数値の修正の理由＞ 
 
 業績予想の前提となる第3四半期以降の為替レートについては、当初予想における1米ドル当たり85円から80円に変更し
ました。これに伴う外貨建て売上高の目減りに加え、航空機内装品等製造関連事業における787関連製品の出荷、及びそ
の他製品並びにアフターマーケット工事等の一部繰り延べにより売上高は減少する見通しです。 
 又、営業利益、経常利益、当期純利益についても第2四半期（累計）連結及び個別業績予想の修正と同様の理由により
前回予想を下回り各々損失となる見通しです。 
 
 （注）上記の業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今後の様々な要因により、業
績予想とは異なる結果となる可能性がありますことをご承知おきください。  

以 上
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